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遠隔実習を実施するにあたっての課題と現在の実践報告について
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Ⅰ．はじめに
　COVID-19による感染が世界中にパンデミック的に拡散し，4月からほぼすべての大学で通常通りの授業および演習
が行えなくなった。本学の実習は年間を通して予定されているのだが，これらすべてにおいても遠隔実習で実施する流
れとなった。
　本資料では，遠隔実習を実施するにあたっての課題と現在の実践報告をする。
Ⅱ． 実習の課題
　老年看護学実習は4単位となっている。老年看護学実習Ⅰは高齢者施設での生活援助の理解を深める実習を2単位，
老年看護学実習Ⅱは健康障害をもつ高齢者の看護を実践する実習を２単位とし，その目標は高齢者の特徴の理解や援助
の実施など，多くは高齢者と関わることで達成可能な目標となっている。
　しかし，実習中全てにおいて高齢者との物理的距離も近く，学生自身がキャリアになってしまう可能性が危惧され
た。また同時に，学生の心身の健康衛生を確保することが課題となった。
　これらのことより，病院および高齢者施設での臨地実習が困難となった。
Ⅲ．本年度の実践報告
１．実習目標の変更
　実施項目については必然的に達成が不可能であり，「老年期にある対象に必要な基本的援助を実践できる」という
項目を「老年期にある対象に必要な基本的援助を説明することができる」と変更した。
２．実習内容の変更
　Google Meetを使用しての遠隔実習を取り入れた。また，臨地での学習と同等の学習効果を見込み，実習期間中に
課題を9種類設けることとした。
課題の内容は，グループワークと個人ワークを併用し，同期型かつ双方向型の実習内容とした。
３．実習内容の工夫点
　看護師国家試験問題を活用した実習課題を設けた。状況設定問題から，対象となる高齢者の加齢変化を考え，同時
に解剖生理および疾病の成り立ちを踏まえたうえでアセスメントする能力を育てる工夫を行った。
　また，ペーパーペーシェントを活用し看護過程を実践する課題を2題設けたが，1題は自身で高齢者を設定するこ
ととした。ADLや認知能力や疾患評価だけでなく，その個人の身体面・心理面・社会面の変化，人的環境にいたるま
ですべてを設定することにより，高齢者の特徴を学習し看護に結び付ける学習計画とした。
Ⅳ．おわりに
　初めての試みとなる遠隔実習であり，臨地での学習機会がなくなることで学生の不安もあるだろう。また，臨地と比
べて学習効果の変化など，遠隔実習の限界も踏まえつつの実施が求められる。
　COVID-19の流行が収まった後も，このような遠隔授業の機会は継続することが予想される，オンラインでの指導に
ついて今後さらに技術を磨いていく必要性を感じている。
